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定やコンセプトは、しかし、おそらく現実社会を反映して（cf. 見田 2006; 宮本・岩上 (編) 
2014; 大澤 2008）、その後変わっていった。おなじく石井がプロデューサーをつとめた「渡
る世間は鬼ばかり」（1990 年～2011 年）は、婚出した 5 人の娘たちが次々と直面する諸問
題を重層的に描き、同時代の家族の絆のもろさやほつれを前景化した。「ひとつ屋根の下」


























れらアウェイの彼方の地こそホームたるべきものなのである（Augé 2017(1992): 104-106, 
121-125; Bauman 2001(2000), 2012(2006); Bauman & May 2016(2001): 206-213; Beck 
1998(1986), 2003(2002), 2014(1999/1993); Beck & Beck-Gernsheim 2014(2011): 116; 
Beck, Giddens & Lash 1997(1994); Benson & Osbaldiston 2014b: 4-5; Clliford 
2002(1997): 15-17; Deleuze 2007(1990); Elliott & Urry 2016(2010): 4-10, 122-130; 
Giddens 2001(1999), 2005(1991): 38-60; Habermas 1987(1981), 1994(1990/1962); 伊豫谷 
2013(編), 2014a: 7, 2014b: 306, 309-310, 321; Kaplan 2003(1996); Krastev 2018(2017); 

























                                                   
1 バウマンは現代の難民や移民を念頭においているが、ホームのない人々、あるいはホーム
から排除されて生きる人々は、ローカルな共同体社会の中にも存在した。たとえば、沖縄の
例については中村らの文献を参照する（中村 2014; 打越 2014; 上間 2017）。 
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社会現象のひとつである（Elliott & Urry 2016(2010): 122-130; 三上 2010, 2013; 美馬 









                                                   
2 私は、リスク社会化や管理社会化が、ヴェーバーのいう「合理化」メカニズムの現代社会



































いる（cf. Benson 2014(2011); Benson & Osbaldiston 2014b: 15-16; O'Reilly & Benson 










『人類学研究所 研究論集』第 7号（2019） 






住論が伸長している（ex. Benson 2014(2011); Benson & O'Reilly (ed.) 2016(2009); Benson 
& Osbaldiston (ed.) 2014a; 藤田 2008; Janoschka & Haas (ed.) 2017(2014)a; 加藤 2009; 









捉える視点を、本稿は参照している3（Haans; Janoschka & Rodriguez 2017(2014): 208, 
210; Janoschka & Haas 2017(2014)b: 1-2; Korpela 2016(2009): 27; 藤田 2008: 23-25; 森
本・森茂 2018; 長友 2013: 14-32, 139-145, 2017: 128-129; cf. 伊豫谷 2014a, 2014b）。 
このライフスタイル移住研究を取り込んだ視点からバリに住む日本人を主題とした先行
研究としては、バリ人と結婚した女性におもに焦点を当てた、山下や吉原らによる議論があ


















人々との軋轢などへの論及はあるものの（Benson & Osbaldiston 2014b: 13-15; Janoschka 
& Haas 2017(2014); O'Reilly & Benson 2016(2009)）、本稿でいうリキッド・ホームの実態
や、管理社会化・リスク社会化への目配り、（偽装）難民との理論的架橋可能性といった点









性に着目している点についてである（山下 2009: 30-36, 42-48; 吉原 2016a: 7, 2016b: 43-
44）。そこにはジェンダー論の観点からあらためて慎重に検討されるべきところがあるよう






























のインドネシア入域外国人観光者は 1023 万人であり、その 38％に当たる約 394 万人がバ
リ国際空港に降り立った。国内観光者も伸長をつづけており、2012年には 606万人の国内
観光者がバリを訪れ、その後も増加傾向にある。2011年にバリ州知事が表明した、2015年





『人類学研究所 研究論集』第 7号（2019） 




までに外国人観光者 500 万人・国内観光者 1000 万人という目標は達成できなかったもの
の、国内外の観光者 1000万人超を受け入れる今日のバリ社会は、現地の人々が好むと好ま






















観光の諸形態は、基本的にいまにも引き継がれている（Hitchcock & Putra 2007: 15; 永渕 
1998: 67-82; Vickers 1989(2000): 93-97; 吉田 2013b; 吉田禎 (編) 1992: 32）。 
バリの楽園観光地化の経緯やその構造的な特徴については、すでに拙論で論じたことが



































                                                   
6 ドイツ人のシュピースは、オランダ植民地政府により敵国人として捕えられ、その送還船
が日本軍戦闘機の攻撃によって沈没し、死亡した。オランダ人のボネは、日本軍から釈放さ




の火葬の際にともに荼毘に付された（坂野 2004: 396-412; Spruit 1997(1995): 40-44, 109-
111）。 
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った（写真１・２）（Lewis & Lewis 2009: 32; MacRae 1997: 25-62, 111, 414-415, 1999: 






























観光地への転換を果たしつつある（Baudrillard 1984(1981), 1995(1970); MacRae 1999; 
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1960 年代後半から 30 年以上つづくスハルト体制の下、バリでは、持続的な経済成長を
背景にした資本の投下と観光開発が継続的に進んだ。そこに、冷水を浴びせる出来事が起き










人の 4 割、運送や土産物産業など間接的な従事者も含めれば 7 割、また観光がバリ人の総









観光不振と、2002 年 10 月のクタでの爆弾テロ事件後のバリ観光の不振が到来したのであ
った（Couteau 2015; Hitchcock & Putra 2007: 171; Howe 2014; Interim Consulative 
Group on Indonesia 2002; LaMashi 2003; Picard 2009: 102; Ramstedt 2009: 333-335; 















57; Hitchcock & Putra 2007: 146-149, 160-161; Interim Consulative Group on Indonesia 
2002; MacRae 2015: 75; Putra & Hitchcock 2009; Ramstedt 2009: 334-335; Tarplee 2008; 





しているはずのものでもあった。この神義論的前提が崩れたのであった（Hitchcock & Putra 











1997 2000 2003 2006 2009 2012 2015
バリ空港分 インドネシア全体
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Warren 2007: 196; 吉田 2009, 2011a, 2013b）。 






























国 2000年 2005年 2010年 2015年
日本 710,769 (14%)   511,007 (10%)   416,151 (6%)    528,606  (5%)
中国     16,266 (0.3%)   128,681 (2.5%)   511,188 (7%)  1,249,091 (12%)
総計（人） 5,064,217 5,002,101 7,002,944 10,230,775
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る（今野 2016: 84; MacRae 2015: 76; 吉田 2013b: 30; 吉原 2016c; 吉原・松本 2016）。 
私は、拙論で、2000 年代を中心としたウブドの日本人観光ビジネスの特徴について論じ














































こに 30 年以上にわたって開催してきたウブド郡の子どもの「絵画コンテスト」（Lomba 
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10 拙論（吉田 2005, 2013b）では 1998年開業とあるが、訂正する。 
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11 たとえば、拙論（吉田 2005, 2013b）で言及したＫ氏（2016年現在 68歳、男性）は、













































タでの爆弾テロ事件後には 2号店を閉め、1号店も 2005年に閉めた。 
Ｍ氏は、年 1度程度は日本に帰っていたが、2005年にはひとり息子を日本の幼稚園に通
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ひとつは、定番であるバリ発 1 泊 2 日のボロブドゥールのツアーに、中部ジャワにある汽
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